



































































する全般的な反省の声は, Paul Samuelson 等４人のノーべル経済学賞受
賞者を含む，44人の著名経済学者が署名したアピール文書「Ａ Plea for ａ



























































が使われる（例えば, G. M. Hodgson, 1999,p.249)からである。
　さて，この企業の契約理論に含まれる主要な下位理論は，よく知られて
いるように，次の３つである。 Alchian, A. A. & H. Demsetz (1972),Jensen,





















































































理論と称し, Berle, A.& G. Means (1932)の著作をきっかけに登場した専
門経営者中心の企業理論としてＷ.Ｂａｕｍｏｌ(1959),O. Williamson (1963)，
Marris, R. (1963)等を取り上げることにしたい。
































































































































れた研究者は, A. MarshallとT. Veblenであった。しかし企業の進化理
論が，本格的な発展を遂げたのは，第２次大戦後のことであった。きっか
けは経済学における利潤最大化の仮説に対する論争にあった。例えばＲ.























































































































































































































































同賞受賞は，企業理論の研究にR. H. Coase (1937)以降はじめて光が当っ
たことを示す，いわば画期的な出来事であった。[上述したごとく, Simon
の業績(1947)は企業の理論にも大きく関連しており，その意味では本稿
に彼の理論の紹介も当然とりあげられるべきであろうが，しかし彼の研究
業績のもつ意味は，ここで議論するにはあまりにも広くかつ深い。それが
故にこれを別の機会に譲らなければならない。]本稿でとりあげたいろい
ろな企業モデルは，経済学の主流から殆ど無視あるいは軽視されてきたこ
の周辺地域にも，幾つかの優れた業績が生まれかつ育っていることを示す
ものであろう。
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